



























なお、A 組は次年度 4 月に、それまでの成績や授業での取組、適応性、本人の意思を確認した







CEFR（Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, as-












　本校では、1 年次から 3 年次まで「コミュニケーション英語」は 3 単位である上、音楽実技試
験やさまざまな学校行事で授業時数が限られる。よって当該科目では、検定教科書を用いて読解
を中心とする授業を行い、コミュニケーション能力の土台となる語彙や文法、正しい発音、日常
会話表現等の学習指導は、1 年次と 2 年次に 2 単位、3 年次に 3 単位ある「英語表現」の授業で































（文部科学省、2010、 p. 4）と記されていることからも、本校の場合、SGH 事業の主眼であるグ
ローバルアーティストの育成に鑑みて、教科で扱う題材や内容を系統立てて選ぶことが望ましい



























































































・ 3 単位のうち 1.5 単位を高大連
携授業に充てる














やりとりをする時間を設けた。1 年次には、教師側から Yes / No で答えられる質問を投げかけ、
























（ 2 ） 毎回、「A」と「B」2 種類のシートを用意した。それぞれ異なる記事のコピーを貼り付け、その下に 5 つ
の質問を記した（1. What is the story about? 2. When / Where did / will it happen? 3. What exactly hap-


















に板書し、 “recite” や “review” の段階で、生徒が自分なりに英語で概要を説明する （retelling）
などの会話活動の際に活用した。
（ 3 ） まず章の見出しなどを中心に文章を概観し（survey）、それについて設問をいくつか立てる（question）、
そして、その答えを見つけるために拾い読みする（read）、記憶している答えを自分の言葉で述べてみる
（recite）、設問の答え以外の情報を整理し、復習する（review）という流れで文章を読む方法である。







Lesson 1 The Power of Vision and Hard Work
Lesson 2 Oh Bento!
Lesson 4 Beavers, Engineers of the Forest
（後期）
Lesson 5 Chocolate: A Story of Dark and Light
Lesson 6 The Power of Music to Change Young Lives

















Lesson 1 The Freedom to Be Yourself
Lesson 6 The First Olympics
（後期）
Lesson 3 Mount Fuji—the Eternal Mountain
















Lesson 10 Smart Machines and the Future of Jobs
 ※オンライン授業を含む














Talks や NHK World、Asahi Weekly、The Japan Times 等、授業で役立ちそうな情報資料を日

























（ 5 ） 1 年次の前半は、理解した内容を図にあらわす課題や、自分の意見と理由のみを 2～3 行の英文で説明す
る課題を出し、段階的に作文の量を増やしていった。また、学年が上がるにつれ、正確さに加え、表現の豊
かさや構成力なども評価基準とすることで、相手に伝わる効果的な文章を書くことを生徒に意識させた。


































当該クラスの生徒が 1 年次の時は TOEIC Bridge を、2 年次の時には TOEFL Junior を用いて
計測した。1 年次においては CEFR の B1 レベルの生徒が 1 名、A2 レベルが 7 名、A1 レベルが
2 名であった。それに対し、2 年次と 3 年次においては B2 レベルが 1 名、B1 レベルが 6 名、A2
レベルが 3 名と、リスニングとリーディングのみについてではあるものの、指導を開始して 1 年
後に確実な伸びを示し、その後も能力を維持した。なお、B2 レベルであった生徒は満点を獲得
した。また、これとは別に、3 年次になり、個人的に英語民間試験を受験した生徒 3 名が、
















































menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2010/01/29/1282000_9.pdf（アクセス：2020 年 11 月 3 日）
田中茂範・武田修一ほか（2016）、『PRO-VISION English CommunicationⅠ NEW EDITION』、桐原書店．
　　　　 （2017）、『PRO-VISION English CommunicationⅡ NEW EDITION』、桐原書店．




Graves, Kathleen （2000） Designing Language Courses: A Guide for Teachers. Boston: Heinle & Heinle.
Savignon, S. J. （2002） ‘Communicative language teaching: linguistic theory and classroom practice’, in 
Savignon, S. J. （ed.） Interpreting communicative language teaching: Contexts and concerns in teacher 
education. New Haven: Yale University Press.
